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とみなすことができる．そこで群 Gの既約表現 Iに対して， C00(X)にお
ける Iの重複度を














定義 1.4(実球多様体）．連結な実多様体 X に簡約リー群 Gが連続に作用し






















(4)球多様体 Xeは， Kr紐mer,Brion, Mikityukにより分類理論が進展した．
(5) (G x G x G)/ diagGは対称空間ではない．この空間がいつ実球多様体
になるかは小林 [8]で決定された（これはテンソル積表現の重複度の有限性の
問題に応用される ([8,9]). さらなる分類理論は [14]を参照されたい）．






堪本問題 1.1を数学的に厳密に定式化した問題 1.3の解は以下の 2つの
定理で与えられる．
定理 1.7(重複度の有限性の判定条件 [15]).Gを簡約リー群， H を簡約な代
数的部分群とし， X=G/Hとおく．このとき組(G,X)に関する次の 2条
件は同値である．
(i) (表現論） dimcHomc(II,CCX)(X)) < oo (vr E Irr(G)). 







定理 1.8(重複度の一様有界性の判定条件 [15]).Gを簡約リー群， Hを簡約
な代数的部分群とし， X=G/Hとおく．このとき，組(G,X)に関する次の
3条件は同値である．
(i) (表現論）ある定数Cが存在してdimcHomc(II, C00(X))さC (VII E 
Irr(G))が成り立つ．
(i) (複素幾何） Xの複素化 XcはGcの球多様休である．
(ii) (環論） X上の G不変な微分作用素のなす環は可換である．
注意 1.9.定理 1.7と定理 1.8は，それぞれ基本問題 1.3(1)と(2)の解を与
えている．より一般に，関数空間C00(X)だけでなく，超函数の空間や同変
ベクトル束の切断の空間に対して，あるいは，部分群 H が簡約であるとい
う仮定を外した場合の一般化も成り立つ（詳しくは [15,Thm. A, Thm. B]を
参照されたい）．例えば， Whittaker模型の理論(Kostant-Lynch,松本久義）
はH が幕零部分群の場合を対象とするが，このようなケースに対しても定

































基本問題 2.1.簡約リー群 Gが多様体 X に作用しているとき，正則表現
び(X)が緩増加表現となるための，必要十分条件を決定せよ．
ここで，緩増加表現の定義を思い起こそう．







T が緩増加表現←⇒測度μ に閑して殆どすべての入で T入が緩増加表現






現である ([7]). また Langlandsによる（ユニタリ性を課さない）既約認容表
現の分類理論において， Knapp-Zuckermannによる既約な緩増加表現の分類
理論は重要な役割を果たした．
観察 2.3.半単純対称空間 G/Hに対しては，大島利雄氏や Delormeによって
Plancherel型定理が得られているにも関わらず，び(G/H)が緩増加となるた








観察 2.4.より一般に Xieが Geの球多様体とは限らない場合，定理 1.8で






定義 2.5.局所コンパクト群 Gが局所コンパクト位相空間 X に連続に作用
しているとする.xの任意のコンパクト部分集合 Sに対し





7例 2.6.群 Gの X への作用が同有（定義 2.5)ならば，び(X)は緩増加と
なる．
そこで，以下では群 Gの Xへの作用が固有でない場合を考える．これ
は， X のコンパクト部分集合 Sが存在して {gE G: gSn Sヂ0}が非コン
パクトであることを意味する．この定性的性質を定量的に取扱うため，体積
vol(gS n S)を考える．写像











リー代数 hの実表現a-:Q→ End訊V)に対し，そのモーメント Pvとは











(i) (組合せ幾何） pq :S Pg/~-





定理 2.10([1]). GっH を実簡約代数群の組とし，
(Gj H)Am :={x E G/ H: X における Hの固定部分群が amenable}
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